通知書

　私の夫△△一郎は、平成○年△月△日十二指腸潰瘍の手術を受けることになっておりましたが、その手術の準備作業中、麻酔医☆☆☆☆が看護婦（◇◇◇◇）に麻酔の準備を指示したところ、同看護婦が誤って、麻酔器の酸素用流量計口金に笑気ボンベのゴム管を、同笑気用流量計口金に酸素ボンベのゴム管を接続し、麻酔医☆☆☆☆もこれを点検しないという重大な過失を犯しました。

　そのため、夫に全身麻酔の前段階として酸素を送るところを、毎分５リットルの量で笑気を送り込んだため、夫の容体が悪化し、これに同看護婦が気付いたものの、酸素を吸わせれば解消すると安易に判断して、さらに笑気を送り続けたため夫は無酸素症およびこれに起因する肺水腫肺炎、心不全となり死に至りました。

　上記の事故は、笑気ボンベのゴム管と酸素ボンベのゴム管を誤って取り付けたという、極めて初歩的なミスによるもので、看護婦◇◇◇◇および医師☆☆☆☆の過失は甚だ大きいといえます。

　貴病院は両名の使用者として、上記医療過誤によって生じた損害につき一切の責任があります。

　上記医療過誤によって生じた損害は、以下のとおりです。

　　　　葬儀費用　　金○○○○円

　　　　仏壇購入費　金○○○○円

　　　　逸失利益　　金○○○○円

　　　　慰謝料　　　金○○○○円

　　　　　　　合計金○○○○○円

　よって、本書をもって上記の金員を請求いたします。

